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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

つ
つ
が
な
く
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
会
員
の
皆
様

及
び
関
係
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
国
内
流
行
か
ら
三
年
経

ち
ま
し
た
が
、
全
国
的
に
行
動
制
限

が
緩
和
さ
れ
旅
行
支
援
も
あ
り
観
光

地
の
人
流
も
増
え
て
い
る
様
子
を

ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
か
感
染
者
数
は
増
加

し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
ど
う
い
う
形
で
収
束
す

る
の
か
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、
た

だ
た
だ
早
く
収
ま
っ
て
欲
し
い
と
念

じ
る
だ
け
で
す
。

　
今
後
と
も
、
感
染
防
止
の
た
め
、

自
重
し
て
お
過
ご
し
下
さ
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
実
施

し
て
い
た
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全

て
実
施
し
た
い
も
の
で
す
。

　
会
員
の
集
い
で
会
員
の
皆
様
と
親

し
く
話
が
し
た
い
、『
生
き
活
き
ま

つ
り
』
で
は
市
民
の
皆
様
に
セ
ン

タ
ー
の
こ
と
を
P
R
し
た
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
会
員
の
皆
様
と
一

緒
に
汗
を
流
し
た
い
、
日
帰
り
旅
行

で
は
次
の
活
動
の
糧
と
な
る
所
に
行

き
た
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
皆
様
と
楽
し
み

た
い
、
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
何
と

か
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
実
現
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
で
は
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
労
働
人
口
の
減
少
が
懸
念

さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、
高
齢

者
の
労
働
力
と
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
人
手
不
足
の
大
事
な
担
い
手
と
し

て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
こ
う

し
た
地
域
社
会
の
要
望
に
応
え
る
べ

く
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
シ
ル
バ
ー
事

業
の
意
義
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
経

験
豊
富
な
会
員
が
知
識
と
能
力
を
生

か
し
て
就
業
し
て
い
る
こ
と
を
大
い

に
P
R
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
本
年
も
会
員
の
皆
様
、
役
職
員
及

び
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

就業現場 元気よく"おはようございます"と声を掛け合いましょう。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

■
役
　
員

　
理
事
長
　
　
　
前
　
田
　
洋
　
子

　
常
務
理
事
　
　
山
　
谷
　
哲
　
也

　
理
　
事
　
　
　
直
　
江
　
洋
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
田
　
畑
　
紀
　
子

　
　
　
　
　
　
　
蟹
　
沢
　
　
　
元

　
　
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
英
　
城

　
　
　
　
　
　
　
山
　
岸
　
武
　
男

　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
勝
　
紀

　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
敏
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
田
　
茂
　
直
　
道

　
監
　
事
　
　
　
松
　
田
　
利
　
造

　
　
　
　
　
　
　
松
　
山
　
京
　
子

　
　
　
　
　
　
　
船
　
橋
　
利
　
夫

■
事
務
局

　
事
務
局
長
　
　
山
　
谷
　
哲
　
也

　
業
務
課
主
任
　
西
　
村
　
　
　
龍

　
庶
務
課
主
任
　
三
　
浦
　
協
　
子

　
業
務
課
主
事
　
堀
　
内
　
美
佐
江

　
　
　
〃
　
　
　
名
久
井
　
勇
　
磨

　
　
　
〃
　
　
　
大
　
橋
　
侑
　
弥

　
　
　
〃
　
　
　
西
田
中
　
陽
　
平

　
庶
務
課
主
事
　
相
　
内
　
佑
香
利

　
安
全
推
進
員
　
中
　
村
　
明
　
彦

　
　
　
〃
　
　
　
下
　
沢
　
美
津
子

　
臨
時
職
員
　
　
菱
　
事
　
結
　
衣

公
益
社
団
法
人

八
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

前
　
田
　
洋
　
子

理
事
長

令
和
五
年
の
新
春
を
迎
え
て
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就業現場 軽い準備体操を行い、仕事への意欲を高めましょう。

○　「卯」（うさぎ）は穏やかで温厚な性質であること
から、「家内安全」また、その跳躍する姿から、「飛躍」、
「向上」を象徴するものとして親しまれてきました。
　　2023 年は「癸卯」、「癸」という字は生命や物事
の終わりと次の生命が成長し始めている状態を意味
しているといいうことで、これまでの努力が実を結
び勢いよく成長し飛躍する年になると考えられてい
ます。　　　

　　今年の年男・年女となる会員の皆様から、６名の
方々に右記のテーマでお話を聞きました。

　
　
工
　
藤
　
柾
　
季
（
尻
内
班
）

昭
和
十
四
年
生
ま
れ
　

①
　
盆
栽
い
じ
り
、
七
宝
焼
き
で
装

飾
品
、
七
宝
焼
き
絵
の
制
作
等
で

す
。健
康
と
グ
ル
ー
プ
活
動
で
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

②
　
東
京
、
大
阪
の
生
活
が
長
く
八

戸
へ
戻
り
二
十
数
年
、
会
員
と
し

て
夏
の
暑
さ
、
初
冬
の
寒
さ
に
も

負
け
ず
健
康
で
庭
木
の
手
入
れ
を

し
、お
客
様
に
喜
ば
れ
感
謝
で
す
。

③
　
今
年
こ
そ
永
年
出
来
な
か
っ
た

盆
栽
の
植
替
え
や
成
形
な
ど
、
七

宝
焼
き
に
も
力
を
入
れ
て
み
た
い
。

　
　
阿
　
彦
　
の
り
子
（
市
川
一
班
）

昭
和
二
十
六
年
生
ま
れ
　

①
　
花
が
好
き
で
玄
関
に
鉢
植
え
を

飾
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
　
趣
味
で
は
な
い
で
す
が
、
町
内

の
婦
人
会
で
防
犯
の
た
め
に
町
内

の
見
回
り
を
し
て
い
ま
す
。 

②
　
弘
前
に
嫁
い
で
い
る
姪
が
コ
ロ

ナ
で
な
か
な
か
会
え
な
い
中
で
も

「
元
気
に
し
て
る
？
。」
と
連
絡
を

く
れ
る
こ
と
。

③
　
健
康
を
保
ち
つ
つ
い
つ
も
通
り

に
仕
事
を
続
け
て
い
け
た
ら
い
い

か
な
、
あ
と
は
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着

い
た
ら
弘
前
の
姪
の
所
へ
リ
ン
ゴ

の
収
穫
の
手
伝
い
に
行
く
こ
と
。

　
　
佐
　
藤
　
強
　
一
（
大
館
三
班
）

　
　
　
　
　
昭
和
十
四
年
生
ま
れ
　

①
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
趣
味
で

す
。
最
近
は
一
年
ご
と
に
シ
ル

バ
ー
の
大
会
で
一
つ
づ
つ
順
位
が

下 

が
っ
て
い
る
の
で
、
今
年
は
順

位
を
上
げ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

②
　
自
分
も
家
族
も
大
き
な
病
気
も

な
く
こ
の
年
ま
で
健
康
で
働
け
て

い
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
い
こ

と
で
す
。

③
　
機
械
い
じ
り
が
好
き
で
、
パ
ソ

コ
ン
を
操
作
し
た
り
、
映
画
や
音

楽
を
楽
し
む
こ
と
。
健
康
を
維
持

し
て
楽
し
く
働
き
た
い
。

　
　
熊
　
谷
　
祥
　
生
（
大
館
五
班
）

昭
和
二
十
六
年
生
ま
れ　

①
　
書
道
、
読
書
（
欧
米
の

本
格
推
理
小
説
フ
ァ
ン
で
あ
る
）、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
政
治
や
社
会
問

題
に
切
り
込
ん
だ
韓
国
ド
ラ
マ
の

視
聴
。

②
　
退
職
翌
日
か
ら
日
課
に
し
て
い

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
、
地
球
一
周

に
相
当
す
る
四
万
キ
ロ
を
踏
破
し

た
こ
と
。十
年
八
か
月
を
要
し
た
。

③
　
健
康
に
留
意
し
賞
状
筆
耕
を
続

け
る
。自
分
史
執
筆
に
着
手
す
る
。

未
読
の
ア
ガ
サ
ク
リ
ス
テ
ィ
の
代

表
作
七
冊
を
原
書
で
読
む
。

　
　
木
　
村
　
サ
ワ
イ
（
河
原
木
三
班
）

昭
和
十
四
年
生
ま
れ
　

①
　
お
庭
い
じ
り
が
好
き
で
色
々
な

花
を
植
え
た
り
草
取
り
を
し
た

り
、
き
れ
い
に
し
て
眺
め
て
い
ま

す
。

②
　
シ
ル
バ
ー
の
お
友
達
か
ら
声
を

掛
け
て
い
た
だ
い
て
、
時
々
草
取

り
に
行
く
こ
と
で
す
。

③
　
健
康
で
い
る
こ
と
。
庭
を
い

じ
っ
た
り
、
田
ん
ぼ
の
仕
事
を
続

け
た
い
。
そ
れ
で
い
つ
か
孫
と
旅

行
に
行
き
た
い
。

　
　
山
　
内
　
秀
　
知
（
桜
ケ
丘
一
班
）

昭
和
二
十
六
年
生
ま
れ
　

①
　
日
曜
大
工
で
様
々
な
も
の
を

作
っ
た
り
、
オ
ー
デ
ィ
オ
機
材
や

カ
メ
ラ
な
ど
集
め
る
の
も
好
き
で

す
。
　

②
　
営
業
の
経
験
は
無
か
っ
た
け
ど

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
で
様
々
な
経
験

を
さ
せ
て
も
ら
い
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
て
嬉
し
い
で

す
。

③
　
人
生
七
十
歳
か
ら
が
大
人
だ
と

い
う
言
葉
を
教
え
て
貰
っ
た
事
が

あ
り
ま
す
。
ゆ
と
り
を
も
っ
て
皆

さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
仕
事
を

続
け
て
い
き
た
い
。
　

①趣味、特技、最近のマイブームなど
②昨年うれしかったこと、楽しかったこと
③新年の抱負、挑戦したいことなど

今年は卯年！
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就業現場 作業道具・機械などの必要な仕事はその点検を行いましょう。

　新しい1年を明るく楽しくスタートして頂きたく会員の皆様から川柳を募集して、
今回応募してくださいました会員の皆さんの作品を掲載させていただきました。
　楽しい作品を応募していただきありがとうございました。
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就業現場 共同作業は合図、連絡を正確に行いましょう。

　
昨
年
十
一
月
五
日
（
土
）
か
ら

十
一
月
七
日
（
月
）
ま
で
第
五
十
一

回
と
な
る
は
ち
の
へ
菊
ま
つ
り
が
「
八

戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
っ
ち
」

と
「
マ
チ
ニ
ワ
」
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
が
会
場
に
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
会
員
有
志
の
皆
様
が
育
て
た
菊
花

が
展
示
さ
れ
、
会
場
を
華
や
か
に
彩

り
ま
し
た
。

は
ち
の
へ
菊
ま
つ
り

会 員 互 助 会 　 活 動 紹 介

菊　苗　配　布
どの苗がいいかな～

同
好
会
会
員
募
集
中
！

☆
手
作
り
同
好
会
　
わ
の
会

　
毎
週
木
曜
日
　
九
時
～
一
五
時

　
八
戸
市
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
手
芸
好
き
が
集
ま
り
和
や
か
に
過
ご
し

　
て
い
ま
す
！

☆
踊
り
同
好
会
　
す
み
れ
会

　
毎
週
水
曜
日

　
一
三
時
三
〇
分
～
一
五
時
三
〇
分

　
八
戸
市
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
踊
り
好
き
な
ら
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
！

☆
名
所
め
ぐ
り
同
好
会

　
年
に
二
～
三
回
名
所
を
訪
ね
て
い
ま
す
。

　
小
さ
な
旅
で
一
緒
に
古
里
の
魅
力
を
再

　
発
見
し
ま
せ
ん
か
？

☆
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会

「
シ
ル
バ
ー
ガ
ー
ス
ト
倶
楽
部
」

　【
日
時
】
毎
週
火
曜
日
　
一
〇
時
～

　
ゆ
り
の
木
ボ
ウ
ル
で
活
動
中

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
親
睦
と
健
康
増
進
！

☆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

　
四
月
～
一
一
月
　

　
　
　
新
井
田
公
園

　
　
　
毎
週
水
曜
日
　
一
三
時
～
一
五
時

　
一
二
月
～
三
月

　
　
　
八
戸
市
屋
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
毎
週
金
曜
日
　
一
一
時
～
一
三
時

　
未
経
験
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
！

　
第
三
十
三
回
会
員
互
助
会
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
昨
年
十
月

十
五
日
（
土
）
に
新
井
田
公
園
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
十
三
名
の
会

員
が
参
加
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
三
年
ぶ
り
の
大
会
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
秋
の
肌
寒
い
曇

り
空
も
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
勢
い
で

試
合
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
総
合
優
勝
は
前
回
大
会
に
続
き
石

橋
久
志
会
員
が
二
連
覇
を
果
た
し
ま

し
た
。
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

女性の部上位入賞者 男性の部上位入賞者 ホールポストまでもう少し！

菊祭り菊花展示
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就業現場 共同作業は合図、連絡を正確に行いましょう。

公園班ボランティア

庭木班ボランティア

　シルバー人材センターでは様々な場所でボランティア活動を行っております。今
年度はコロナウィルスの影響により中止になったボランティア活動もありましたが、
実施した活動をご紹介します。

草刈り班ボランティア
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就業現場 整理・整頓・清潔・清掃を心掛けましょう。
　
毎
日
の
よ
う
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
深
夜
放

送
を
聞
い
て
い
る
。
二
時
か
ら
三
時

ま
で
日
に
よ
っ
て
分
野
を
変
え
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
だ
っ
た
り
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

だ
っ
た
り
、世
界
の
名
曲
が
流
れ
る
。

三
時
か
ら
四
時
に
な
る
と
日
本
の
曲

が
流
れ
る
。
民
謡
、
童
謡
、
演
歌
、

浪
花
節
と
様
々
な
分
野
の
曲
が
流
れ

る
。
時
に
は
聴
講
者
の
投
稿
が
読
ま

れ
る
が
、
意
外
と
高
齢
者
の
方
が
多

い
の
に
は
驚
く
。そ
ん
な
時
、「
お
っ
、

仲
間
が
居
る
な
。」
と
思
う
が
、
私

は
投
稿
し
た
こ
と
が
な
い
。

　
時
は
春
、
数
十
年
前
は
四
時
に
な

る
と
、
出
漁
す
る
小
型
漁
船
の
赤

玉
エ
ン
ジ
ン
音
が
、「
ポ
ン
ポ
ン
ポ

ン
」
と
軽
や
か
で
規
則
正
し
く
朝
風

に
の
っ
て
響
い
て
く
る
。
ま
る
で
鼓

の
音
の
よ
う
で
実
に
心
地
よ
い
和
音

だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
赤
玉
エ
ン
ジ
ン
音

は
今
は
も
う
聞
こ
え
な
い
過
去
の
遺

物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
文
明
は
音

ま
で
奪
っ
て
い
っ
た
。
六
時
に
は
、

十
王
院
の
鐘
声
が
響
い
て
く
る
。

　
湊
の
聖
地
と
し
て
尊
ば
れ
て
き
た

上
野
山
に
、
十
王
堂
が
鎮
座
し
て
た

こ
と
か
ら
、十
王
院
が
建
立
さ
れ
た
。

十
王
は
、
人
が
死
し
て
冥
府
に
行
っ

た
と
き
、
娑
婆
で
し
た
罪
の
裁
断
を

行
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
来
世
の
生
所

が
定
ま
る
と
い
う
。
そ
の
十
王
の
中

に
人
類
で
最
初
の
死
者
で
あ
る
閻
魔

大
王
も
い
る
。

　
そ
の
昔
、
ダ
ン
テ
が
ヴ
ァ
ー
ジ
ル

に
案
内
さ
れ
て
地
獄
の
門
を
く
ぐ
る

時
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
た
と
い
う

制
札「
こ
の
門
に
入
ら
ん
と
す
る
者
、

一
切
の
希
望
を
捨
て
よ
」
ま
さ
に
同

様
の
制
札
が
十
王
庁
の
入
口
に
も
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
十
王
院
に
限
ら
れ

た
こ
と
で
は
な
い
が
、
日
本
の
仏
教

に
当
て
は
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

心
安
ら
ぐ
事
に
鐘
声
に
合
わ
せ
た
よ

う
に
、
フ
ク
ロ
ウ
が
鳴
く
こ
と
が
あ

る
。「
ホ
ウ
、
ホ
ウ
、
ホ
ウ
」
と
鈍

重
で
、
ど
っ
し
り
と
し
た
単
純
な
声

で
あ
る
。
い
や
、
あ
れ
は
フ
ク
ロ
ウ

で
は
な
く
仏
法
僧
に
違
い
な
い
。
そ

の
方
が
情
緒
、
趣
が
あ
る
。
そ
の
姿

は
フ
ク
ロ
ウ
み
た
い
に
毛
並
み
が

ふ
っ
く
ら
と
し
た
鳥
で
は
な
く
、
カ

ケ
ス
に
似
て
い
る
と
い
う
。
鳴
い
て

い
て
も
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
怪
し

い
鳥
で
、
仏
法
僧
と
い
う
字
並
び
か

ら
、
三
宝
鳥
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
鐘
声
で
日
本
全
国
に
そ
の
名
声
を

響
か
せ
て
い
る
の
が
、
天
台
宗
寺
門

派
の
本
山
で
近
江
八
景
と
さ
れ
て
い

る
「
三
井
寺
」（
滋
賀
県
大
津
市
）

が
あ
る
。
八
景
の
中
で
、
三
井
の
晩

鐘
と
い
う
名
で
知
ら
れ
「
七
景
も
霧

に
隠
れ
て
三
井
の
鐘
」
と
芭
蕉
も
そ

の
実
感
を
歌
っ
て
い
る
。
こ
の
晩
鐘

か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
鐘
声
は
こ
の
地

方
の
人
々
の
心
に
染
み
込
み
、
生
活

リ
ズ
ム
を
与
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
と

想
像
さ
せ
る
。
そ
れ
と
同
様
、
十
王

院
の
鐘
声
も
漁
夫
、
農
夫
の
人
々
に

長
い
間
親
し
ま
れ
、
安
ら
ぎ
を
与
え

て
い
た
事
だ
ろ
う
。
重
低
音
で
コ
ブ

シ
の
効
い
た
親
し
み
を
感
じ
る
声
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
諸
行
無
常
を
告
げ
る
あ
の
鐘
声
は

初
七
日
を
裁
断
す
る
泰
広
王
、
五
十

七
日
の
閻
魔
、
三
周
年
の
五
道
転
生

の
王
ら
十
王
た
ち
が
、「
十
王
、
十

王
。」
と
叫
々
す
る
戒
行
の
言
か
も

し
れ
な
い
。

　
心
安
ら
ぐ
言
葉
と
し
て
、
臨
済
宗

の
巨
峰
、
白
隠
禅
師
は
言
う
、

「
天
国
も
な
け
れ
ば
地
獄
も
な
い
。

そ
こ
に
は
た
だ
、
空
が
あ
る
だ
け
。」

　
　
　（
記
　
湊
一
斑
　
勝
野
　
司
）

　

コ
ラ
ム

～
た
だ
空
が
あ
る
だ
け
～

コノハズク 仏法僧鳥
仏法僧鳥は鳴き声が「ブッポウソウ」と聞こえることから名づけら
れましたが、後にその鳴き声はコノハズクの鳴き声と判明しました。
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寒
い
冬
を
過
ご
し
て
い
る
と
、
春

の
温
か
い
風
が
待
ち
遠
し
く
な
り
ま

す
ね
。

　
表
紙
は
八
戸
公
園
の
敷
地
か
ら
八

戸
市
内
を
撮
影
し
た
写
真
で
す
。

　
八
戸
公
園
の
き
れ
い
な
桜
と
青
空

に
囲
ま
れ
た
八
戸
市
内
、
桜
の
季
節

に
一
度
八
戸
公
園
か
ら
こ
の
景
色
を

見
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
　

（
撮
影
者
　
江
陽
一
班
　
畠
山
　
勝
則
）

皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
比
較
的
穏
や
か
な

年
明
け
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の

皆
様
は
ど
の
よ
う
に
新
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
世
の
中
は
少
し
ず
つ
形
を
変
え
以

前
の
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
為
実
施
で
き
な

か
っ
た
活
動
が
出
来
る
よ
う
、
来
年

の
会
報
で
は
た
く
さ
ん
の
報
告
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
普
及
啓
発
委
員
一
同
）

表
紙
に
つ
い
て

編
　
集
　
後
　
記

就業現場 作業時は安全帽・安全ベルト・命綱などを着用しましょう。

　

　
訃
　
　
　
報

大
館
三
班
　
三
浦
　
　
清
様

青
葉
・
諏
訪
班
　
太
田
　
良
光
様

白
銀
二
班
　
一
沢
　
武
弘
様

下
長
一
班
　
小
林
　
正
雄
様

田
面
木
班
　
根
岸
　
富
雄
様

青
葉
・
諏
訪
班
　
佐
々
木
　
豊
様

下
長
二
班
　
我
妻
千
津
子
様

是
川
一
班
　
奥
寺
　
光
春
様

市
川
二
班
　
鈴
木
　
孝
義
様

湊

二

班
　
大
西
喜
一
郎
様

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

八戸市内にお住いの概ね６０歳以上で、健康で働く意
欲のある方のご入会をお待ちしております。

・退職したがまだまだ現役！
・働けるうちは働きたい！
・仲間や友人を作りたい！
・社会参加し、生きがいを見つけたい！
・健康維持・体力増進を図りたい！　など

豊富な知識と経験をセンターで活かしませんか？
ご入会をご希望の方、または話だけでも聞いてみたい
という方は、下記までお問い合わせください。

電話　0178-44-6448
FAX　0178-44-64 7 8


